
高知おおとよ製材株式会社　視察・セミナーの報告書

視察日 ： 平成29年2月15日（水）
視察場所 ： 高知おおとよ製材株式会社

高知県長岡郡大豊町川口2035-1

同行 ： 丸宇木材市売株式会社　下館市場　営業部長 髙橋　良之

案内 ： 高知おおとよ製材株式会社　取締役工場長　　 岡田　繁
高知おおとよ製材株式会社　アドバイザー

1）高知おおとよ製材株式会社　概要
設立 ： 平成24年1月24日
開設 ： 平成25年8月
代表取締社長：中島　浩一郎
敷地面積： 38,883㎡
建築面積： 10,717㎡
資本金 ： 97,000千円
株主 ： 銘建工業株式会社

高知県森林組合連合会
大豊町
高知県素材生産業協同組合連合会

２）施設見学

←ｻｲﾛ： 各工程の切子などを80㎥貯めることができる

原木ﾔｰﾄﾞ

ボイラー

設計課　矢崎　晃一

↑桧の丸太から桧の匂いがでるということで嗅いでいます。

※ｻｲﾛで貯めた切子などの木片は燃料などで再利用されます。

↑台車のガイドレール

扉はジャッキアップして開くそうです。

乾燥には中温乾燥と高温乾燥があるそうです。

過去は高温乾燥すると細胞破壊をしてしまい使い物

にならなかったそうです。

長年の研究の結果、蒸気を利用して乾燥させる事に

よって高温でも破壊されることなく乾燥出来るように

なったそうです。

背割りがなくなったのは高温乾燥が可能になったから

できるようになりました。背割りは中温乾燥で内部ま

で乾燥させるために入れたものです。



高強度の部材が多く取れる為、安定して出荷ができるそうです。

以前は桧は2割程度でしたが日栄に供給するようになって3.5割まで生産・出荷数が増えたそうです。

工場内は人は少なく殆どが機械で埋まっていました。
自動でサイズや方向を見極め向きを合わせたり大きさを分別したりしていました。

柱はE110
土台はE90の部材を使用します。

日栄の部材のみ刻印がされて
保管されています。



3）新技術の工法（CLT工法）

防火性能は90分耐火。木材自体の熱伝導抵抗があるので断熱材がいらない。

まとめ
今回視察してきた「高知おおとよ製材株式会社」は他の製材工場と比べるとおがくずなどのごみが

少なくきれいなところでした。
案内をしてくださった方はとても木が好きで木についていろいろな質問に分りやすく教えてくれました。
含水率とヤング係数は1本1本きちんとデータを取り管理されていました。
乾燥後雨季に建築して含水率が上がった場合はどうなるのか疑問に思っていましたが、

一度乾燥した木材は水分を吸っても自由水となる為、乾燥すればもとの含有率に戻る。
ということがわかりました。


